
 

1. 施設情報の収集整理と重要路線の抽出 
 

 下水道管路は 1966年度（昭和 41年度）

に着手され総延長は約 240 km、最も古い

管路施設が経過年数54年であり、一部の管

路施設は標準耐用年数に達している。 

 

 

 

 
 

 

 

2. リスク評価 

リスクの大きさ ＝ 被害規模（影響度） × 発生確率（不具合の起こりやすさ） 

① 被害規模（影響度）： 

階層意思決定法（AHP）より決定 

② 発生確率（不具合の起こりやすさ）： 

健全率予測式（国総研）より決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 管理方法の決定と点検頻度 

 

延　長（km）

58.14

幹線 13.45

避難所からの排水 22.14

防災拠点・医療機関・要援

護者施設からの排水
12.22

緊急輸送路下 40.93

河川横断 0.42

軌道横断 0.10

圧送管吐出し先 0.20

伏越し 0.01

ビルピット接続先 0.10

重要な幹線等

項　　　　　　目

内訳

腐食

施設名称 点検・調査頻度 改築の判断基準 備考

管きょ，マンホール，マンホールふた

（腐食環境下）

点検は1回/5年の頻度で実施

調査は点検で異常を確認した場合に実施

緊急度Ⅰで改築、緊急度Ⅱで

修繕または改築を検討

腐食の恐れの

大きい箇所

管きょ，マンホール，マンホールふた

（主要な管きょ・一般環境下）

点検は15年に1回の頻度で実施

調査は点検で異常を確認した場合に実施

緊急度Ⅰで改築、緊急度Ⅱで

修繕または改築を検討

マンホールポンプ 点検・調査は1年に1回の頻度で実施
緊急度Ⅰで改築、緊急度Ⅱで

修繕または改築を検討

重要路線・腐食環境路線 

東大和市公共下水道ストックマネジメント基本計画 概要版 
 

一般環境のリスク評価 

経過年数別管きょ延長        管径別管きょ延長 



 

4. 改築シナリオの設定 

 

 

点検・調査計画 

 

5. 点検・調査計画 

シナリオ 内容 判定 選定理由

1 全管種を対象に単純改築（標準耐用年数50年経過で改築）

2 健全度2（緊急度Ⅰ・Ⅱ）のコンクリート管を改築

3 健全度2（緊急度Ⅰ）のコンクリート管を改築

4 シナリオ3を平準化して改築

5 シナリオ3を段階的に平準化して改築 ○

シナリオ1は、総事業費が最も多く（775億円）費用も年

毎にバラつきがある上、劣化していない管路も改築すること

がある。

シナリオ5は、管路の量に応じて投資額を段階的に増減さ

せるため、緊急度Ⅰを改築しながら事業費を平準化でき

（総事業費262億円）、シナリオ1に比べ513億円のコス

ト縮減となる。

シナリオ 5 

シナリオ 1 


